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1 公開授業実施日時 2018年2月22日（木）13:24〜15:12

2 場所 京都教育大学附属京都小中学校6年A組教室

3 対象 ６年A組（小学校6年生）35名

4 授業者 森脇 正博

5 島名 グローバル・エシックス

6 単元名
「新・貿易ゲームー今、私たちにできること」（Ｃー（13）公正、公平、
社会正義）

7 関連する教科・領域 社会科

8 単元の目標・ねらい 開発途上国と先進国との間にある格差を疑似体験する中で、それぞれの立
場における考え方があることを知るとともに、今後どのような姿勢が求め
られるか、自分なりの見解をまとめる。

9 グローバル・スタディーズ
としての目標・ねらい

自由貿易や経済のグローバル化がもたらす問題点について、自分なりの考
えを持ち、仲間と考えを交流できたか。
・グローバル社会に見られる課題を知る。
・社会的な課題に対するさまざまな捉え方があることを理解することがで
きる。
・世界の人々とともに生きていくための課題の解決に自分がどのように関
わるかを考えることができる。

11 単元の評価規準【教科・領
域として】

道徳科においての評価はどうあるべきか。少し自分の中で固まっていない
ので、記述が難しい・
あえて書くならば、「ワークショップを通して、『今、自分にできること
はどのようなことか』と省察できたか。といった文になるかと思う。

12 単元の評価規準【グローバ
ル・スタディーズとして】

・多様な文化があることを理解し尊重している。
・国際親善に努めていくことの大切さを理解している。
・グローバル化の時代にあって、自国を中心とする見方ではなく、対等な
他国として世界の国々を捉えようとしている。

13 単元計画 全6時間
＜第1次＞世界の国々の現状を知る
 第1時 先進国と開発途上国の現状を知り、サプライチェーンの理解を
図る。
 第2時 需要と供給の関係（主に労働環境を中心）について理解を深め
る。
 第3時 公正な取引の重要性を考える。ーフェアトレードの現状と課題
＜第2次＞国際協力の1つとしてのフェアトレード
 第4・5時 自由貿易や経済のグローバル化がもたらす問題点に気付く。
＜第3次＞フェアトレードから地球環境を考える
 第6時 私たち一人一人ができる国際協力のあり方について考える。

14 本時の目標 ・自由貿易や経済のグローバル化がもたらす問題点について気付き、それ
を解消するための方略について考える。

15 本時の展開 《別紙指導案を参照》

グローバル・スタディーズ 授業事例
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16 グローバル・スタディーズ
としての特徴

○当為論や短絡的な結論に陥らないようにすること。
 世界の国々における資源的な格差や技術的な格差の現状を知った子ども
たちは、当然のことながら、その格差を解消するためにどうすることが大
切かを導き出そうとする。しかし、そこに至るまでには様々な要因が潜ん
でいる訳で、そう簡単に解消しないからこそ、根深くそこに問題として
残っているのである。
 だからこそ、他国には同じ年代の子が、日本で生活する子のように十分
な食事を摂ることもままならない現状を知った子どもたちに対し、なぜそ
のような状況になっているのかを追求したくなるような問いを提示し、
「対岸の火事」「高みの見物」にならぬよう、自分自身の問題として捉え
られるよう指導しなければならない。
 この事を踏まえれば、今回の『新・貿易ゲーム』の実践が、ただのワー
クショップ的な位置づけにならないようにすることが重要であり、この取
組を通して、「今、自分にできることは何なのか」を深く追求させること
が求められる。

17 授業者から一言  生徒たちは、ワークショップを通して、世界には「資源はあるが技術が
ない国」「技術はあるが資源が少ない国」など、様々な国が混在している
ことに気付いていった。知識として教えることも大切な場合もあるが、今
回のように、体験からより深く学び合えることもあることを実証できたよ
うに思う。
 生徒は各々、先進国・開発途上国という言葉とおおよそのイメージを
もってはいるものの、そのことから引き起こる状況はなかなか想起できて
いなかった。
 今回の実践を通して、自由貿易や経済のグローバル化がもたらす問題点
に深く思いを巡らせられたこと、そして、その問題を打開する方略を考え
られたことに、大きな成果を見いだせた。
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